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催
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史
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史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

日
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仲
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右
記
の
ご
と
く
京
大
会
館
に
て
お
こ
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
従
来
の
楽
友
会
館
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
御
注
意
く
だ
さ
い
。
京
大
会
館

へ
は
、
市
バ
ス
東
一
条
下
車
の
の
ち
南
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入
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車
の
の
ち
北
東

へ
入
る
の
が
便
利
で
す
。
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